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愛
国
浄
水
場
は
、
築
五
〇
年
を
越
え
、
耐
震
強
度
不
足
が
分

か
り
ま
し
た
。
今
年
秋
ま
で
に
、
耐
震
化
の
手
法
を
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
専
門
家
か
ら
な
る
浄
水
場

更
新
基
本
構
想
検
討
懇
話
会
の
答
申
が
だ
さ
れ
、
「
現
地
建
て

替
え
で
、
膜
ろ
過
の
導
入
」
と
い
う
方
向
性
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
今
後
、
多
面
的
な
検
討
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。

×中央監視室などが入っている管理棟
×高速凝集沈殿池
×ろ過池1～10号
×配水池の1、2、3、4
×ポンプ室
×発電室

耐震不足が判明した施設

　耐震不足が
指摘されている
中央監視室。ここ
が地震で壊れると
浄水場はストップ
　してしまう。

　
懇
話
会
は
、
耐
震
補
強
の
み
、
現
地
で
の
更
新
、
別

地
に
新
設
の
３
パ
タ
ー
ン
で
検
討
し
ま
し
た
が
、

●
耐
震
補
強
で
は
工
事
中
の
断
水
の
可
能
性
が
あ
る

●
別
地
の
新
設
で
は
基
礎
工
事
や
送
水
管
の
延
長
に
多

　
額
の
経
費
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
「
配
水
地
一
箇
所
は
補
強
工
事
に
す
る
が

、
他
の
施
設
は
現
地
で
全
て
建
て
替
え
る
」
こ
と
を
推

薦
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浄
水
方
式
は
、
釧
路
川
の
水
が
酪
農
に
よ
っ

て
ク
リ
ブ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
除
去
効
果
の
高
い
「
膜
ろ
過
」
の
方
式
に
変
更

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

薬剤で不純物を固めて沈殿させて、その上澄みをさらに小石
・砂利・砂などのろ過槽を通して、きれいにしていました。

途中で、水を「膜」に通すことで不純物を取り除く方式です。
具体的には、次の２方式が考えられています。

①薬剤による高速凝集沈殿→膜ろ過→高速砂ろ過→配水池→家庭へ
②原水を直接、浸漬型膜ろ過→高速砂ろ過→配水池→家庭へ

　　＜両方式を比較すると・・・＞

○水質については差異はない。
○膜ろ過方式としては、①の方式（ケーシング収納型）が一般的に普及し
　ている方式であり、技術的には安定している。その点②の浸漬型膜ろ過
　は、全国的にも例が少なく、しかも釧路市と比べ1/20程度の規模のとこ
　ろでしか実際には運転されていない。
○①は、膜ろ過の前に高速凝集沈殿が必要とされる場合が多い。それに対
　して、②は、原水に直接、膜を投入する方式で、前処理が必要なく、浄
　水方式としては最もシンプルで、施設もコンパクトで済む。
○運転費用については、②の方が、膜の目詰まり防止のために洗浄用泡発
　生器が必要となり、そのため電気代が余計にかかる。膜の交換費用も割
　高など、１年間で運転費用（膜交換費用を含む）が①に比べ、２億円ほ
　ど余計にかかる。
※いずれにしろ、実証実験を通じて、どの膜、方式がふさわしいのか検証
する必要があり、実証実験しだいではプロセスや工事費が、変更されるこ
とがある。

　一番の心配は、巨額の建設費です。また、維持費もこ
れまでとは比べ物にならないほど高くなります。共産党
は、水道料金の値上げなどにつながらないよう、厳しく
注文をつけるなど、更なる検討をすすめていきます。

村上かずしげ通信 08年7月27日
発行　村上和繁　℡23-5212

みなさんの市政に関するご意見をお寄せください。また、ぜひＨＰもご覧ください。（Yahooで村上和繁と検索してみてください。）

※
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
は
、
病
原
性
原
虫
の
ひ
と
つ
で

、
哺
乳
類
の
胃
に
寄
生
、
糞
と
と
も
に
排
出
さ
れ
、
水
道
水

に
混
入
す
る
と
、
集
団
下
痢
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。


